
、



［1がhx)dx=ドがax)dx . . . i f a）+が（da）

!"

で）+が（d e）

2（de）+30（a-b）+3allah）=0
→ 計算せず、図形的に考察できるか？
ムズかしかった。（前回の初見動画を参照） Ghkldtahthstsitsage）=o展開するかの試行錯誤は

→ とりあえず計算 前回の初見動画で、
→ 2 a ' t 5 a h+2で+3C 'IIの左辺=［txt I n i t

.

常
よ
り
.

→ 倍 数
- j(doi）+It（にa） 292+5ahjzb_tio.DE得る.

（ix
） の右辺=f(de）+f a（ぐん） これが

"

と同値.

どうやってC：3の倍数を示すか？
☆ 左辺の aを bに、 hを Aに ぐが3の倍数になってくれるといい
変えて、処理の時短 （Eが3の倍数は Cが3の倍数）

となるので、 → 29459ht2b 'が9の倍数である
ことを、テーーす作戦 . - . -



そもそも、2945ab i t2では3の倍数で ② =fate）（at2b） であり、
あることが必要。考え方Dとしては、一

祭りによる場合分け」ではなく、：蘞：櫽！？
塗！.ie?n② が3の倍数となる組について、 「積の形」にできることに着目.

① よりこれは3の倍数なので、29+bスは
ただ、9通りあるのでメンドくさい、 At2bは3の倍数。 さ ら に 、 一

a t e）ころ a t 3 h雙：：：：：：：
：：：：：た事
- _ -

前回はこれで解いてます） ころ（ath）

|涇
邐...
、
2 a t bもa t 2 bも3の倍数となる。整数問題の絞り込み方

①余りによる分類、 このときに）は一9の倍数。」
② 不等式による評価 よってのお）では3の倍数となり、Cは3の
B積の形に整
理 倍数であることが示される。囮



※ ラストは時間があれば万全を期して い3600=24'32.52 より、
証明しよう . ③ は
C = 3 K ± 1 （KE2）のとき にath）（at2b）=-28.35・54...D
に9ド±6k+1 となる。 1割り振る
=3（3F±2）+1 となるので、 Kath,ate）の組を考えたいが、

iが3の倍数でない⇒では3の倍数 癰などが組の数

#!

-"！！！で

$

当！が

でない」
まずは条件を満たすKath,at2b）の組が成り立つ。よって対偶である

秈考え
る。条
件
は.ae

eたが3の倍数⇒Cは3の倍数」
は示される。

a c h e s 2 9 t h く a t 2 b であり、

（2） のより、 40より 29thとatでは異符号なので、
（2ath）（at2b）=-3E.. . 30 2 9 t h く 0 かつ a t 2 b > 0 である .

T 大きい数なので、
積の形に ← 素因数分解しかない

D t れ る ！ 次 に 、
④ で素因数を割り振ったときに .

整理したくなる a . b e Zが存在するか？



実験すると、 逆に、 2 9 t h と a t 2 bがどちらも
｛2ath = - 2 8 とすると、 3の倍数であるとき、
a t 2 f = 35.54 a t hは整数になり、

Path）-（a t h）=a -_-⑤
両辺足して 3（いん）=（3の倍数でない数）

ー ー K a m . a n e はどちらも整数よって不適
→ 足してるの倍数となることが必要.
→ 必ずどっちかは3の倍数となるので と な る の で 、 整 数 の 6 選
どっちも 3の倍数ということ . 存 興 」

条件を満たすKath,ate）の組は

anan
a...匇これで求められる. が . . . .
足すと3の倍数となる。よって④より
2 a t h と a t 2 hはどちらも まだ . kath,at2b）と（a.G）が
3の倍数となることが 1対1対応であるかわからない .
→ 3は1コ以上ずつ割り振られる 29+6，9+26鯫）の組から同じ（al）

が出てきたら、組の数が異なってくる！！



" " 「 " 爪が駰
数濉が
衡

（10.8）から18.0）までOK）
素因数3が4通り（11..4）.

#

、②！ ' t がありうる？ 素因数5が5通りあるので、
求める祖の数は
9×4×5=1807-_-， となる。

さらに、⑤の2式より、異なるbath,at zh）
から同じ（al）の組が出てくることは
.型。

よって、④かつ
・ 2 9 + b < Oかつ a t 2 b > O｛・どちらも3の倍数

を満たすGath,at2b）の組の数と
求める（9.かのは且ーーの数_


